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資料名 分野 総字数 抽出語 版本
1853《遐邇貫珍》麦都思編 雑誌 43.6万 54 香港英華書院印刷
1854《博物新編》合信著 自然科学 4.9万 22 明治 5年（1872）江戸老皀館
1857《六合叢談》偉烈亜力編 雑誌 19.5万 33 上海墨海書館印
1858《内科新説》合信著 医学 5.4万 16 安政庚申（1860）天香堂蔵版
1864《万国公法》丁韙良訳 国際法 8.1万 49 慶応元年（1865）京都崇実館
1868《格物入門》丁韙良著 自然科学 7.9万 34 明治 2年（1869）明親館蔵版
1876《格物探原》韋廉臣著 自然科学 10.6万 24 光緒 2年（1876）活字板印
1887《電学須知》傅蘭雅著 電学 1.3万 26 未詳，実藤文庫所蔵
1890《西国天学源流》王韜訳 天文学 1.9万 10 淞隠廬活字版
1890《重学浅説》王韜訳 力学 1.2万 12 光緒庚寅（1890）淞北逸民校刊
1894《全体須知》傅蘭雅著 医学 1.5万 36 未詳，実藤文庫所蔵
1896《格致質学啓蒙》艾約瑟著 物理学 5.5万 18 上海著易堂書局発兌
1896《身理啓蒙》艾約瑟著 生理学 6.1万 21 上海著易堂書局発兌
117.5万 355
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られよう。また，四字語の構成パターンを調べてみると，次表のようになっている 4。
表 2　宣教師資料における四字語の構成パターンおよび蘭学資料との比較
構成パターン 語数（%） 語例 蘭学資料
2＋2型 294（82.8） 飲食＋失調，感動＋精神，天然＋津液，同性＋電気 514（91.6）
3＋1型 38（10.7） 火輪車＋道，新聞紙＋局，全吸鉄＋性，蓄電気＋器 40（ 7.1）
1＋3型 19（ 5.4） 最＋近日点，細＋回血管，上＋大血管，地＋摂引力 3（ 0.6）















宣教師資料 蘭学資料での比率 宣教師資料 蘭学資料での比率
名詞性語基（N） 157（53.4%） 70.6% 201（68.4%） 26.9%
動詞性語基（V） 115（39.1%） 24.9% 75（25.5%） 59.7%
形容詞性語基（A） 22（ 7.5%） 4.5% 18（ 6.1%） 13.4%








































 朱　　京偉／国立国語研究所論集 6: 245–271 (2013) 249
表 4　宣教師資料にある 2＋2型四字語の結合関係
結合関係 語数（%） 語例 蘭学資料での比率
主述関係
23（7.8%）
N＋V 14（ 4.7%） 飲食＋失調，機関＋発動，子宮＋収縮 30.3% 42.2%
N＋A 9（ 3.1%） 飲酒＋過多，相摂＋有力，体質＋純全 11.9%
連体修飾関係
164（55.8%）
N＋N 104（35.4%） 西国＋医術，天気＋圧力，脳胞＋炎証 17.1%
25.7%V＋N 47（16.0%） 回血＋合管，光行＋速率，逓信＋郵車  7.0%
A＋N 13（ 4.4%） 異性＋電気，円軟＋細胞，微糸＋血管  1.6%
並列関係
57（19.4%）
V＋V 31（10.6%） 管理＋保護，招兵＋徴税，半戦＋半和 17.7%
19.8%
N＋N 18（ 6.1%） 故土＋異邦，四肢＋百体，内政＋外交  1.1%
A＋A 8（ 2.7%） 胆大＋心細，明練＋通達，力微＋勢緩  0.6%
V＋A 0  0.4%
述客関係 21（7.1%） V＋N 21（ 7.1%） 運行＋筋脈，製造＋新血，補養＋人身 客述関係  9.0%
連用修飾関係
29（9.9%）
V＋V 16（ 5.5%） 協力＋同戦，合力＋吸引，制法＋徴税 0
 3.3%
N＋V 11（ 3.8%） 飲食＋養身，月力＋摂引，電報＋通信  1.4%
A＋V 1（ 0.3%） 自然＋生成  1.9%






























火輪機関 火輪兵船 化学材料 海底電纜 格致質学 鼓形脆骨 国法権利
行星軌道 骨体質料 叉形電光 三角玻璃 人物体質 太陽火力 単線電路
















印書機器 外添属邦 吸鉄経線 護身牌票 交戦権利 自行軌道 自治内法
収斂補薬 常用螺旋 総理大臣 測量精器 着色玻璃 駐京欽使 跌打外傷
伝教牧師 漂白洋布 返照遠鏡 保険公司 捕食生物 防雷鉄索
　なお，蘭学資料にある同種語の 36語（7.0%）に比べ，宣教師資料では V＋N連体修飾関係の
四字語が 47語（16.0%）となっているので，これも造語力の優勢なパターンの一つである。



















　（V＋V） 置郵逓信 蕩産廃業 含生負性 呼群引類 開山破路 屈己順命
 探原索本 抜樹掀石 招兵徴税 所見所聞 安居楽業 久安長治
　（N＋N） 傍支別派 片語単詞 霊機妙枢 精汁水液






















































































7   1 火輪（―兵船，―機関，―機具，―機器，―師船，―郵船，―舟車）
6   1 回血（―合管，―会管，―門管，―繞管，―微管，―総管）
5   1 電気（―伝成，―伝信，―動力，―推引，―阻力）
4   1 民間（―産業，―大会，―貨物，―私産）







































（294） 240 （1語基あたりの平均造語数は約 1.23語になる）
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　後部二字語基で，造語数の最も多いのは四字語 5語を造り出した「―電気」であり，造語数















6 回血（1） 栄養，眼球，粘液，物体（4） 引力，衝動，分子（3）








































資料名 4字出典あり 2字出典あり 2字出典なし 資料別合計
1853《遐邇貫珍》麦都思編 10（21.3） 23（10.7） 3（ 9.1） 36（12.2）
1854《博物新編》合信著 0 15（ 7.0） 3（ 9.1） 18（ 6.1）
1857《六合叢談》偉烈亜力編 11（23.4） 13（ 6.1） 2（ 6.1） 26（ 8.8）
1858《内科新説》合信著 3（ 6.4） 10（ 4.7） 2（ 6.1） 15（ 5.1）
1864《万国公法》丁韙良訳 6（12.8） 38（17.8） 3（ 9.1） 47（16.0）
1868《格物入門》丁韙良著 2（ 4.2） 29（13.5） 1（ 3.0） 32（10.9）
1876《格物探原》韋廉臣著 6（12.8） 18（ 8.4） 0 24（ 8.2）
1887《電学須知》傅蘭雅著 2（ 4.2） 9（ 4.2） 4（12.0） 15（ 5.1）
1890《西国天学源流》王韜訳 1（ 2.2） 7（ 3.3） 1（ 3.0） 9（ 3.1）
1890《重学浅説》王韜訳 0 9（ 4.2） 3（ 9.1） 12（ 4.1）
1894《全体須知》傅蘭雅著 4（ 8.5） 21（ 9.8） 7（21.2） 32（10.9）
1896《格致質学啓蒙》艾約瑟著 0 10（ 4.7） 2（ 6.1） 12（ 4.1）
1896《身理啓蒙》艾約瑟著 2（ 4.2） 12（ 5.6） 2（ 6.1） 16（ 5.4）
























資料名 4字出典あり 2字出典あり 2字出典なし 資料別合計
1853《遐邇貫珍》麦都思編 10（21.3） 19（10.1） 7（11.9） 36（12.2）
1854《博物新編》合信著 0 16（ 8.5） 2（ 3.4） 18（ 6.1）
1857《六合叢談》偉烈亜力編 11（23.4） 10（ 5.3） 5（ 8.5） 26（ 8.8）
1858《内科新説》合信著 3（ 6.4） 11（ 5.9） 1（ 1.7） 15（ 5.1）
1864《万国公法》丁韙良訳 6（12.8） 38（20.2） 3（ 5.1） 47（16.0）
1868《格物入門》丁韙良著 2（ 4.2） 20（10.6） 10（16.9） 32（10.9）
1876《格物探原》韋廉臣著 6（12.8） 13（ 6.9） 5（ 8.5） 24（ 8.2）
1887《電学須知》傅蘭雅著 2（ 4.2） 9（ 4.8） 4（ 6.8） 15（ 5.1）
1890《西国天学源流》王韜訳 1（ 2.2） 6（ 3.2） 2（ 3.4） 9（ 3.1）
1890《重学浅説》王韜訳 0 8（ 4.3） 4（ 6.8） 12（ 4.1）
1894《全体須知》傅蘭雅著 4（ 8.5） 22（11.7） 6（10.1） 32（10.9）
1896《格致質学啓蒙》艾約瑟著 0 6（ 3.2） 6（10.1） 12（ 4.1）
1896《身理啓蒙》艾約瑟著 2（ 4.2） 10（ 5.3） 4（ 6.8） 16（ 5.4）
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表 10　宣教師資料と蘭学資料における語基の出自状況 ¹¹
資料 語基 4字出典あり 2字出典あり 2字出典なし 資料別合計
宣教師資料
前部二字語基 47（16.0） 214（72.8）  33（11.2） 294
後部二字語基 47（16.0） 188（63.9）  59（20.1） 294
蘭学資料
前部二字語基 29（ 5.6） 360（70.1） 125（24.3） 514





























数（18＋107と 7＋70）の比率（24.3%と 15.0%）を記入した。詳しくは朱京偉（2011c）の表 9と表 10を参照。








































































































































































































地球 （蘭）地球重力 1798，地球回転 1850／（宣）地球軌道 1855，地球摂力 1896
風気 （蘭）風気痞滞 1850／（宣）風気圧力 1896
感動 （蘭）感動遅鈍 1857，感動過敏 1857／（宣）感動精神 1887
肌肉 （蘭）肌肉痩削 1805／（宣）肌肉妙用 1894，肌肉収縮 1894，肌肉性情 1894
脊髄 （蘭）脊髄神経 1805／（宣）脊髄脳筋 1894
交感 （蘭）交感神経 1857／（宣）交感変化 1868
精液 （宣）精液総管 1853／（蘭）精液射出 1857
全身 （蘭）全身衰弱 1815／（宣）全身骨数 1894
人工 （蘭）人工氷点 1850，人工磁石 1850／（宣）人工物料 1868
太陽 （蘭）太陽引力 1798／（宣）太陽火力 1876
天地 （蘭）天地関渉 1852／（宣）天地万物 1876
天然 （蘭）天然磁石 1850／（宣）天然津液 1876
万物 （蘭）万物化成 1836，万物成形 1850／（宣）万物生化 1876
形体 （蘭）形体運営 1852／（宣）形体気象 1896，形体式様 1896
血脈 （宣）血脈総管 1853／（蘭）血脈過敏 1857
循環 （蘭）循環往来 1805／（宣）循環流通 1894
飲食 （蘭）飲食汎溢 1805，飲食消化 1805／（宣）飲食男女 1876，飲食失調 1876
運行 （蘭）運行増盛 1805／（宣）運行筋脈 1887
知覚 （蘭）知覚活動 1805，知覚敏捷 1857／（宣）知覚運動 1894
子宮 （蘭）子宮分娩 1805／（宣）子宮収縮 1858
自行 （蘭）自行舟車 1850／（宣）自行軌道 1855
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部二字語基の 369語（異なり語数）の 2.7%と，宣教師資料の後部二字語基の 240語（異なり語数）
の 4.2%に相当するので，前部二字語基と同様に，後部二字語基においても日中共通に見られる
用語の比率がかなり低いことが明らかである。
動物 （蘭）草食動物 1850，乳養動物 1850，冷血動物 1857／（宣）乳哺動物 1853
発動 （蘭）生機発動 1805，体機発動 1857／（宣）機関発動 1868
過度 （蘭）飽和過度 1852，栄養過度 1857，瀉血過度 1857／（宣）安逸過度 1858
過多 （蘭）粘液過多 1805，脂肪過多 1805，眼目過多 1815／（宣）飲酒過多 1858
機関 （蘭）神経機関 1857，生殖機関 1857／（宣）火輪機関 1868
世界 （蘭）第二世界 1836，第一世界 1836／（宣）極楽世界 1857
血脈 （蘭）神経血脈 1850／（宣）培養血脈 1894
圧力 （蘭）大気圧力 1852／（宣）天気圧力 1868，空気圧力 1876，流質圧力 1890
運動 （蘭）左旋運動 1789，屈伸運動 1805／（宣）機関運動 1860，知覚運動 1894











る 3＋1型四字語である（表 2参照）。これに対し，蘭学資料にある 3＋1型四字漢語は，計 40語あっ




に注目したい。宣教師資料の 3＋1型では，造語数 2語以上の後部一字語基が 7語基見られ，こ
















































　これに対して，蘭学資料の 3＋1型四字漢語では，造語数 2語以上の後部一字語基が 4語基見
られ，これによって構成された四字漢語が計 31語で，3＋1型の 77.5%を占めている。一方，造













てみると，表 14のような結果を得た。表中の① –⑨の番号は，前掲の表 13と対応しているが，





















































　（1）今回の調査では，約 117.5万字に及ぶ 13種の宣教師資料から計 355語の四字語を抽出した。










































































Four-Chinese-character Words in Missionaries’ Documents in China:
A Comparison with the Written Documents of Dutch Studies in Japan
ZHU Jingwei
Beijing Foreign Studies University / 
Invited Professor,  Department of Linguistic Th eory and Structure, NINJAL [–2010.10]
Abstract
Th e author has previously carried out a comprehensive analysis of three-Chinese-character words 
in documents written by Dutch Studies scholars in Japan (Zhu Jingwei, 2011a). In another paper 
(Zhu Jingwei, 2011b), the author expanded his research to three-Chinese-character words in 
missionaries’ documents and compared Chinese and Japanese three-Chinese-character words 
from a lexicological perspective. In a third paper (Zhu Jingwei, 2011c), the author focused on 
four-Chinese-character words. Th e present paper continues this line of research by investigating 
the four-Chinese-character words used in missionaries’ documents and comparing those found in 
Dutch Studies documents.
  Th e author found that, in terms of word formation patterns, there is no signifi cant diff erence 
between the two types of documents, but the numbers of Chinese and Japanese four-character 
words involving the same word formation pattern diff er greatly. Th e research shows no direct ‘word-
borrowing’ relationship in four-Chinese-character words between the missionary documents and 
the Dutch Studies documents. Th e borrowing of four-Chinese-character words must have started 
only in the Meiji period.
Key words:  four-Chinese-character word, missionaries’ documents in China, morpheme,  word 
formation pattern
